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第Ⅱ章 動物看護師の日常業務における動物の保定技術に関する質問紙調査  





























































第Ⅵ章 総括  
 一連の研究の結果、3 年以上の実務経験のある動物看護師であれば、イヌの診療に際して、従来の
いずれの保定方法を用いても、イヌに過大なストレスをかけないことが明らかとなった。一方で、現
場経験に乏しい動物看護学生は、従来の保定方法を用いるとイヌにストレスを与えてしまうが、本研
究者が開発した代替保定法を用いることで、イヌにストレス負荷をかけずに、また安全に診療・検査
のできることが明らかとなった。このことから、今後は本研究の成果を基に、動物看護系大学等の教
育機関において、動物の保定に関する教育プログラムを展開し、学生の技術と経験に応じて、異なる
保定方法を段階的に習得させることが重要であることが示唆された。さらに本研究成果は、経験の乏
しい動物看護師が容易にかつ安全（ヒトと動物の双方にとって）に保定できる技術の開発に直結する
ものである。 
 
 
